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○ 適格認定の目的

日本学生支援機構給付奨学規程に従い、奨学生として継続採用するにふさわしい適格性

を有するものであるかを年１回、学校において認定し、日本学生支援機構へ報告する。

本学においては、給付奨学生が対象となり、「停止」｢廃止｣と判断された場合は、翌年

度以降の奨学金給付が｢停止｣｢廃止｣となる。

○ 適格認定の実施時期

・ ４月入学者又は３月卒業者：毎年３月上旬頃

・１０月入学者又は９月卒業者：毎年９月上旬頃

○ 適格認定（学業成績）の方法

学校は、給付奨学生の学業成績が下表に定める基準に該当するかどうかの判定を行い、そ

の判定結果を日本学生支援機構へ報告する。日本学生支援機構は学校からの判定報告に基づ

き、認定する。

区分 本学基準 

継続（交付継続） 
次の（１）、（２）に該当する者 

（１）１学年あたり（４月入学者は３月まで、１０月入学者は９月まで）

の修得単位数が２２単位以上（修得した単位数の合計数が標準単位

数の７割を超えて）の者 

（２）原則として半数以上が Ｂ判定（１学年あたりの受験科目の成績の

半数以上が上位４分の３）以上である者 

次に該当する者 

原則として半数以上がＣ判定（１学年あたりの受験科目の成績の半数

以上が下位４分の１）である者は警告に該当するが、社会的養護を必

要とする者で、本学における学修に対する意欲や態度が優れていると

認められる者 

警告（交付継続）  次のいずれかに該当する者 

・１学年あたり（４月入学者は３月まで、１０月入学者は９月まで）の修

得単位数が１９単位以上２１単位以下（修得した単位数の合計数が標準

単位数の６割を超え７割以下）の者※１

・原則として半数以上がＣ判定（１学年あたりの受験科目の成績の半数以

上が下位４分の１）である者であり、以下に該当しない者

○社会的養護を必要とする者で、本学における学修に対する意欲や態度が

優れていると認められる場合

停止（交付中断） ・学校により３か月未満の有期停学又は訓告処分を受けた者※２
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廃止（以降の交

付停止。状況に

よって奨学金を

返還させる） 

 次のいずれかに該当する者 

・１学年あたり（４月入学者は３月まで、１０月入学者は９月まで）の修

得単位数が１８単位以下（修得した単位数の合計数が標準単位数の６割

以下）の者※１ 

・２回連続で警告に該当する者※１ 

・学校により退学処分、無期停学処分又は３か月以上の有期停学処分を

受けた者※２ 

※１ 「廃止」又は「警告」の基準に該当する場合であっても、本人及び家族の病気等

の療養・介護、災害や事故・事件の被害者となったことによる傷病（心身問わず）、

災害や感染症の感染拡大等による授業・試験への出席困難等、学業不振となった理由

がやむを得ない事情によるものであった場合、「廃止」又は「警告」に該当しない場

合がある（担当部署に要相談、必要書類あり）。 

※２ 停止・廃止のうち、学校による処分を受けた場合については、年間を通じて適格

認定を行う。 
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